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本研究では、発想技法の一種である発散技法について、既存技法においてほとんど注目さ

れず、今まで誰も解決すべき問題として採り上げようとしてこなかった、時間経過に伴うア

イデア生産量の低下現象に着目し、この現象を引き起こさず、しかも既存技法よりもアイデ

アの生産量が多くなると期待される新規な発散技法である"TKTS 法"を提案する。 

 また、本提案技法の詳細を説明し、現段階で有効と考えられる関連テーマの分割手法につ

いて記述した後、TKTS 法を既存技法と比較するユーザスタディに実施について、その結果

を記載する。結果として、TKTS 法により、アイデア生産量の低下現象を回避できることが

示唆された。 

 TKTS 法は，アイデア生成の対象となる主テーマを、関連するいくつかの関連テーマに分

割し、これら関連テーマを短時間で切り替えながらアイデア生成を行う手法である。そのた

め、他の発想技法と併用できる点が大きな強みでもあり、TKTS 法が実用化されれば、企画

会議などの実用現場で長時間の発想を行う際に、既存の発想技法よりも多くのアイデアを

生み出せる技法となることが期待される。 


